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RERが開発中のCO2選択透過膜を下水消化ガス分野に展開し
下水消化ガスの高度エネルギー利用を促進する

１）消化ガスのCO2濃度をコントロールし、ガス発電の稼働率を向上する。
２）消化ガスのメタン濃度を上げ、エンジン出力、発電効率を向上する。
３）消化ガスのメタン濃度を上げ、安価な自動車用天然ガスエンジン（小型）や

舶用天然ガスエンジン（大型）で発電する。
４）膜分離で回収したCO2とグリーン水素（再エネで製造した水素）を反応させ

グリーンメタンを製造する。
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⚫ バイオガスへのCO2膜分離適用効果

ガスエンジンにおけるCO2濃度と
発電特性の関係

脱炭酸装置導入の初期コスト比較
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膜分離法によりCO2を低減すれば、出力や熱効率がアップし、設備費も、
バイオガスエンジンや吸収法導入と比べ大幅にコストダウン可能

CO2膜分離付きバイオガス発電システムの事業性

（ガスエンジンシミュレーション結果）
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CO2分離膜を適用した
次世代低炭素型高効率バイオガス発電システムおよびコンバインドシステム

脱硫装置 ガスホルダ
シロキサン
除去装置

CO2分離膜
メタン濃度の向上

メタン発酵槽

バイオガス＝CH4：50～60％＋CO2：40～50%

バイオガス

CH4

CO₂

CO2膜分離＋既存ガスエンジン
・ガス組成安定化による
海外低コストエンジンの採用
（組成変動トラブル防止）
・メタン濃度向上による
国産天然ガスエンジンコジェネの採用
発電効率の向上・低コスト化

ガスエンジン

今後の展開
汎用エンジン採用による
高効率化・大幅コストダウン

大型システム（400ｋW～）
舶用汎用天然ガスエンジンをべース
としたバイオガスコジェネシステム
（発電効率45％以上の高効率発電、
１MW以上では50％も可能）

小型システム（10ｋW～）
自動車用エンジンの
バイオガス発電への適用
（1/10以上の大幅コストダウン）

CO2選択透過膜のバイオガス発電への展開
(NEDO事業及び今後の展開）

今後、現在開発中の高効率モジュールも
含めて幅広い下水消化ガス・バイオガス
で膜分離の実績を作っていきたい。現在
メタン発酵が不安定あるいは発電を目指し
ている事業者殿との協業を期待します。


